
 

地域まちづくり推進のあり方検討と評価書・見解書を踏まえた新たな施策について 

 

 「あり方検討」（H26）「評価書」（H27）においては、推進委員会等において多岐にわたる様々なご意見をいただ

きました。これらの意見を踏まえた新たな施策の推進に向けた検討を、関係区局と連携して進めています。 

 

１ 現在の主な取り組み 

(1) 課題がある地域へのアプローチ 

ア 概要 

区の各部門（地域活動・市民活動、地域

福祉、まちづくり）と連携をとりながら、

課題の想定される地域※等へのアプローチ

型の支援を実施することで、人口減少・少

子高齢化地区が進行する郊外や都心周辺部

の住宅地等において、まちづくりの手法を

活用した地域活性化策を推進していきます。 

   

  イ 施策の進め方 

現在は南区と瀬谷区の２区と協力し、区

や中間支援組織（地域ケアプラザ、区社協）

にヒアリングを行うことで、地区の実情や

支援の方法の検討を行い、今後アプローチ

を行っていく地区の選定を行う予定です。 

 

  ※ 課題の想定される地域とは、生活保護率や犯罪率が高い等、特定の社会課題を持つに至っていないが、人口

減少や少子高齢化が進むことで近い将来に、地域で支えあう活動の停滞や空き家の増加などで、これまでの安

全・安心な暮らしが送れないなど、生活環境の悪化が想定される地域のことをいう 

 

  ウ 施策の進め方のイメージ 

    区の地域力推進担当や福祉保健センター、まちづくり調整担当、地域まちづくり課が連携し中心となって、

人口減少・少子高齢化に伴う地域課題を自主的な取組で解決できそうな住宅地を対象にアプローチ型支援を試

行します。 

 

  エ 支援する地区の考え方 

    高齢化率の上昇や人口減少といった数値データのリスクに加え、地域活動の状況やハード面の課題を考慮し

ます。地域に担い手となりうる層やキーパーソンの存在など、課題に対応できるような地域の受け皿があるこ

となど地域性があることも重要であり、区の各部門や地域ケアプラザ・区民活動支援センター等の中間支援組

織と話し合いながら支援地区の検討を行っていきます。 

議事３ 

 

(2) 「小さなハードのまちづくり」のイメージを市民に伝えるツールの作成  

地域の課題解決や魅力向上に資する「小さなハードのまちづくり」（施設整備）の取組を分かりやす

くまとめた冊子「（仮称）小さなハードのまちづくりレシピ集」を作成し、初動期の支援や関係区局に

よる市民への情報提供に活用します。 

   ※掲載事例 まち普請事業の整備事例（整備ごとに分割して掲載）、「寺尾福まち」の施設整備（小さ

ないす大作戦など）、まち普請不選考団体の他手法による整備（「ぐるっと緑道」など）、 

         その他市民独自の取組み 

 

(3) 地域まちづくり団体の自立的な活動に向けた支援 

プラン等策定後のフォローアップ、活動資金の稼ぎ方のノウハウ提供、まちづくり団体の交流の場

の提供など、地域まちづくり団体が自立的に活動を続けるための支援の充実を関係区局と連携を図り

ながら推進します。 

 

(4) 庁内連携・中間支援組織連携のさらなる強化・充実  

関係区局の「まちづくり」「地域活動・市民活動」「地域福祉」３部門との連携や中間支援組織（ケ

アプラ、区版市活センター等）との連携、登録まちづくり支援団体等との連携をより一層強化するこ

とにより、地域のニーズを柔軟に吸い上げ、ソフト面とハードの強化を一体的・総合的に解決できる

ようにします。 

 

２ 今後の進め方（29年度） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区との意見交換・検討 
・アプローチ方法の検討 
・地区課題の抽出 など 

中間支援組織等ヒアリング 
・地区課題の抽出 

地区の選定 
・アプローチする地区

の選定 
・地区の情報収集 

数地区へアプローチ 
・アプローチ地区のケア

プラ・地区センター等

と情報共有 
・地区へアプローチ 

「小さなハードのまちづくりレシピ集」作成 

支援のイメージ図 
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地域まちづくり団体の自立的な活動に向けた支援 

庁内連携・中間支援組織連携のさらなる強化 



 

地域まちづくり推進のあり方検討と評価書・見解書を踏まえた施策の推進への意見 

 

１ 概要 

  第 36回地域まちづくり推進委員会（平成 28年６月）及び第 38回推進委員会（平成 29年３月）の議

題として、委員より多数の意見をいただいた。 

 

２ 主な意見 

(1) アプローチ型支援について 

ア 地域へのアプローチの仕方について 

・庄戸の事例（公募で人材を発掘）は非常に面白い事例。自治会は絆が強すぎて人が入ってい

きにくいので、庄戸のようなミッションに対して担い手を見つけることがいろいろと活用で

きると面白い。 

・アプローチをする際に、テーマを特定のものに絞れば、既存の自治会では無理であっても、

反応してくる人がいるかもしれない。 

・まずはやってみることは重要だと思うが、アプローチの入り方や地域の動きの推測を論理的

に考えたうえでやってみることが必要だと思う。 

・アプローチをする際には、「こんなことができますよ」といったハードのリストを行政で用 

意しておく必要があるのでは。 

 

  イ アプローチ型支援の体制について 

・健康福祉局がかかわっているのは非常に心強い。現在ローラーで地域に入れる部局は健康福

祉局くらいなので、アプローチをするにあたって地域のセンサー的な役割を担ってほしい。 

・健康福祉局のアプローチ、市民局のアプローチ、まちづくりのアプローチは視点が違うと思

うので、意見交換をしながら進めていくことで進んでいくのではないかと思う。 

 

ウ 支援のイメージ図について 

・B（アプローチ型）と C（行政テコ入れ型）の分類に関しては、明確な基準がないと地区に入って

いくことはできないのではないか。優先順位の高い指標を選ぶべき。 

・B 地区は準 C 地区として、行政が税金を使ってテコ入れしていかなければいけない地区という認

識が必要。しかし行政効果を高めるために、市民のコミュニティ意識や協働という視点がないと

できない時代になっているという考えと思っている。 

・B２は限りなく Cに近い予備軍で、地区の課題は比較的共有をされていて、「こういう課題が

ありそうだからどうですか」という提案型で動く。B1は課題としては明確にはなっていない

けど、地域づくり大学校などでまちづくりをやりたい人がいる地域、と整理できるのではな

いか。 

 

参考１ 

 

 

(2) 「小さなハードのレシピ集」について 

  ・「小さなハードのレシピ集」を出すことはまちづくりを啓発するのに非常に重要であると思うが、「こ

ういうケースがありました」だけではなく「こういう問題があったが、こういうポイントをクリア

してうまくいった」という形で作成してほしい。 

  ・「小さなハードのレシピ集」には期待している。都市整備局のことだけをまとめるのではなく、今

後は福祉関係や環境や経済などとの新しい連携ができないか見直してほしい。 

  

(3) その他 

ア まちづくり活動団体への支援について 

   ・「地域まちづくり団体への自立的な活動に向けた支援」の中の、ネットワークを作って団体への

ノウハウの共有とあるが、現状はネットワークが世の中にあふれている状態なので、今ある組織

や団体と連携していくほうがいいのではないか。 

   ・ハードを運営するのに苦労している団体が多いので、資金だけでなくアイデアやノウハウなど、

コーディネーター支援が求められていく。 

   ・人的な資源は地域にあるけれども、うまくつながっていないような気がするので、そこをつなげ

る仕組みができるといいと感じている。 

 

イ まちづくりの連携について 

   ・居場所ができることでコミュニティや自助・共助の取組などつながりができるのでハード整備は

とても重要であるが、そこから更に福祉の視点が重要。 

   ・いまや都市整備局だけでできるまちづくりは終わったと思わなければいけない。都市整備局がで

きることを中心に推進していくのは当たり前で、むしろ連携を重点的にやっていくことが重要で

はないか。 

  

ウ その他 

・まち普請などの制度はまだまだ市民には知られていないと思うので、今後も情報発信をしてほし

い。 

・ハードは重要だが、ハードを使いこなすソフトが重要で、それを支える仕組みが必要。そう

でないとハードを作っただけで終わってしまう。 

・地域の自治会で担い手が不足している問題がある中で、「地域の担い手の受け皿を探してい

く」といういい方には矛盾を感じる。 

   ・アプローチする地区は今の状況をどんどんほっておくと、急速に高齢化が進んでいくなど、

５～10年後に深刻になっていく地区と理解している。限られた予算等を集中しなければいけ

ない行政の状況を考えると、そのような地区に集中的に支援することは必要と思う。 



■地域支援体制の現状のイメージ■ 
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※ この図式は、都市整備局地域まちづくり課が現状についてイメージしている資料です。 

地域支援チームの状況など、具体的には区によって異なります。 
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複数の自治会町内会のエリアを想定 
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・見守り 
 
 
 
 
 
・区地域福祉保健計画・地区別計画の

検討、推進 

・見守り 
・身近な地域・元気づくりモデル事業 

 （平成 19～22年度） 

・地域運営補助金（平成 23年度～） 

 
 
 
 
 
・公園愛護会の活動支援 

・地域緑のまちづくり事業の支援（平

成 26年度～） 

 
 
 
 
 
・地域まちづくり組織の設立支援 

・プラン・ルールの検討、見直し 

・ヨコハマ市民まち普請事業提案団体

の支援 

・地域交通サポート事業の支援（道路

局） 

 
 
 
・団地再生支援モデル事業（平成 25年

度～、年度ごとに 3団地程度を選定） 
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図に収めるために、便宜的に一部略語を用いています。 
地福計画：地域福祉保健計画 
Ｃｏ． ：コーディネーター 
コミハ ：コミュニティハウス（身近な生涯学習や地域活動の場） 
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（参考２） 

平成 26年「地域まちづくり推進のあり方検討」資料 



課題が想定される地域への新しい施策・取組の推進<<アプローチ型支援>>のご案内 

 

１ 概要 

  横浜市都市整備局では、今後のまちづくりの主要な課題として「課題がある地域への新しい施策・

取組の推進」を挙げています。 

このため、ハード系の局である都市整備局が区の各部門（地域活動・市民活動、地域福祉、まちづ

くり）と連携をとりながら、課題の発生が予想される住宅地等へのアプローチ型の支援を実施するこ

とで、人口減少・少子高齢化地区が進行する住宅地等において、まちづくりの手法を活用した地域再

生、活性化策の展開を考えています。 

 

２ アプローチ型支援の取組方法 

  今までの地域まちづくり支援は、いわゆる「手挙げ方式」、地域の発意がある場所に対する支援を主

に実施してきました。（下記の Aタイプ） 

  今回、推進していこうとしているアプローチ型支援は、地域に意欲があるが既存の制度とうまく結

びついていない地域や単発の支援では対応できなかった活動に対し地域のニーズに合わせた ハードを

含めた 支援（状況により複数の支援の組合せ）を行っていきます。（下図の Bタイプ 例えるなら介護

保険制度のまちづくり版） 

  まちづくりの専門家の派遣により地域の課題について勉強会を行いたい地区、ソフトの課題をハー

ド整備を行うことで解決に向かいそうな地域（住み開きサロンの開設や坂道へのベンチの設置）があ

りましたら、ご連絡ください。（地域まちづくり支援制度については裏面を参照） 

   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（アプローチ型支援のイメージ） 

（活動例） 
阿久和みまもりあいの家 
（まち普請事業） 

（活動例） 
あって～南瀬谷 
 

（活動例） 
阿久和団地ぽかぽかプラザ 

参考３ 



（参考）地域まちづくり支援制度について 

  地域まちづくり課では、まちづくりを進める中で様々な支援を行っています。 

（専門家の派遣） 

まちづくりの活動を行う団体

に専門家の派遣を行うことが

できます 

 

（活動費の助成） 

まちづくり活動に伴う費用

（会場費や印刷費など）の一

部に助成を受けられます 

 

（ハード整備に対する支援） 

地域で決めたプランを実現す

るためのハード整備費用の一

部について助成が受けられま

す 

初期・準備段階 

計画段階 
推進段階 

地域まちづくり支援の内容 

地域まちづくり支援制度についての出張説明について 

 上記の支援制度の概要や、制度を活用した具体事例について、直接地域ケアプラザにお

伺いして説明をいたします。 

 詳細な制度説明の希望がございましたら下記の連絡先にご連絡ください。 

横浜市都市整備局地域まちづくり課 松岡、石土 

電話番号 045-671-2939 

アプローチ型支援推進地区の情報提供のお願い 

・まちづくりの専門家の派遣により地域の課題について勉強会を行いたい地区 

・ソフトの課題をハード整備を行うことで解決に向かいそうな地域 

そのようにアプローチ支援が進められるのではないかという地域がもしございましたら

５月 31 日までに下記にご連絡いただけますでしょうか？ 

瀬谷区区政推進課 藤澤、服部、葛野 

電話番号 045-367-5632 


